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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・クラブについて要検討（内容や実施場所等）
　→1月～3月は今まで通り実施。4月から検討していきましょう。
・疾患別診療計画書：1/20(火)アップロードまでに終わらせるよう取り組みましょう。
・2月中旬頃12日～と20日～に2週連続でOT学生の実習があります。（どちらも担当：蕨野さん）
・評価入力（転倒転落、LASMI、AUDIT）：2月まで
・2/23(月)の祝日プログラム内容検討していきましょう。
・デイナイトケア食器洗浄体制について早急な検討が必要。→先週は日々手伝いを募集し、今週からは当番を増やして行く予定。合わせてテーブル片付けもただ見ている人が増えている状況なのでこちらも検討。
・プログラムカレンダー入力　2/20(金)

＜利用者様情報＞
デイケア
・東海林 紀子様～（体験利用）ID：1869　統合失調症　女性　46歳

T・M様と一緒に9時に来所。常に行動を共にしている。何かをする事は無く終始話をして過ごしている。

今後水・金利用で来週から利用を考えているとのこと。
・榊 正博様～妻様来所され、来週から南陽館利用のみに変更できた、とのこと。月～金まで南陽館利用。弁当代残り妻様へ返金済み。
ショートケア

・山下 幸子様～外来より情報提供有り。

ミライフルのGHの入浴のルールに反発して、しばらく入浴していない。長時間の入浴に注意されて以来入っていないようだ、とのこと。今後来所時に入浴について相談していく。（料金面と時間面）
・原田 奈津紀様～日赤HP受診後に話したい事があるとの事で来所されている。内容としては、大腸や胃、肺には癌は見つからなかったとの事。本日で同院の婦人科の受診は終了となり、呼吸器科に関しては経過観察となると話されている。4月に肺のレントゲン撮影を行い、異常が無い場合は健呼吸器内科・アレルギー科クリニックへの通院へ変更となる予定。また、現在は家事や就労も行う事が出来ており、2月から就労（ホテルの清掃）を再開していると報告あり。
デイナイトケア

・島守 淳様～(体験利用) 
ID5996　北病棟入院中　66歳　男性　統合失調症　主治医：田名部Dr

本日、2回目の体験利用実施。前回の体験利用から1ヶ月以上経過しているため、スタッフが都度声掛けを行っている。声掛けには、無言で頷く事が多いものの、時折小声で返答聞かれている。出席表等への記入はスタッフの声掛けで前回よりはスムーズに行えている。トイレの場所は分かっているが、トイレの扉が引き戸であるが引いて開けようとしていたが途中で横に引いて使用する事に気付き開閉出来ている。昼食の配膳・下膳は事前に説明を行い、他利用者様の行動を見ながらスタッフが見守りすることで行えている。1日を通して、受動的で感情を表出する事や表情の変化は乏しく経過している。上記の内容について青風荘へも情報提供を行っている。
・森田 清助様～来所後しばらくは椅子に座って休んでおり、その後ゆっくりと出席簿や体温表、健康チェック表への記載をスタッフに聞きながら行っている。ミーティング終了後に静養室での休養を希望し10時から30分程利用している。プログラムには参加せず、「排尿が思うように出ない」と何度も話している。昼食は全量摂取している。
・義積 砂織様～青風荘より情報提供あり。昨日帰荘後に「仕事行かない。」と話し掛けあったが、翌朝スタッフが再度確認すると就労へ向かっているとの事。冴えない表情見られているが、日課等問題なく行うことが出来ているとの事。
《青風荘 カンファレンス実施》

【精神症状】
繁名：幻聴の訴えは減ってきている。訴えが聞かれた際には頓服薬服用、静養室利用で対応。
→就寝前に頓服薬服用の希望が聞かれることが増えている。
田中：日課遅れは以前よりは減っている印象。余暇時間は勉強していることが多く、床で寝ていることは減っている。 

→青風荘でも配膳を手伝っている。食事時間に遅れてホールに来ることがあるが、食事終了時刻には間に合っている。睡眠は不安定。特定女性利用者様に対してイライラ感が見られる事がある。
袴田：声掛けに対して指示が入るまで時間を要している。聞こえが悪いためか聞き返しも多い。義歯を装着する際は都度声掛けを行っているが時間を要しており何度も声掛けを行っている。義歯装着せずに過ごそうとすることが増えている。以前と比べてマイペースさが増している。

→青風荘でも同様。義歯を装着したと嘘をつくこともある。1月末に玄関やホールの窓を開けようとすることがあったが、その後は上記の様子が見られることなく経過。外泊については姉様からの連絡待ち。
巴： 突然笑い出す様子や、体を大きく動かす様子は継続して見られている。他利用者様（特に女性利用者様）と距離が近いことがあるため都度注意している。
→ソファで過ごす際に女性利用者様と距離が近くなることがあり都度注意している。
義積： イライラ感や他利用者様へ指示するような場面あり。余暇時間は机に伏せて傾眠している事が多い。

→不穏時は頓服薬服用をスタッフが促している。

鈴木：「お腹が痛い。」「喉が痛い。」等の理由を挙げ運動療法休むことは継続（以前よりは減った。）衣類調節の声掛けには応じられている。
→日課を行わない。（衣類の取り込まない、使用したタオルを洗濯をしない。等）夜間はリハパンを使用しているが今朝は多量の尿失禁があったとの事。
古川：ぼんやりしていることが多く作業療法も取り組まず傾眠していることが多い。前傾姿勢で不安定さあり、転倒が無いように都度声掛けを行っている。手の振戦も継続している。
→6時前に階段でホールが使用できる時間になるまで待っている。（夜間の睡眠が不十分）

ハンカチや靴下の交換や洗濯はスタッフが都度介入。受診時には医師から調子を聞かれると「最高です。」と返答する事が増えている。
堀切川： 他の利用者様へ話し掛ける事が多い様子あり。スタッフへも話し掛け増えている。他者との距離間について声掛けするも、「近付いていない。」や「何で私ばっかりこんなこと言われなくてはいけないのか。」等被害的な発言も聞かれ、様子を見ながら注意している。
→青風荘でも同様。トラブルのないように見守りを行っている。
【身体症状】
稲垣：耳の聞こえの悪さ見られている。時折疲労感が強い様子見られている。運動プログラムは椅子に座って取り組むか、休んでいることが増えている。日付等分からなくなっていることも増えている。
→日課を行う際に決められている曜日関係なく実施しており声掛けを行っている。（洗濯など）
森田： 前傾姿勢で歩いており、転倒しそうになっていることもあり都度声掛けを行っている。先週あたりより歩行時不安定さ顕著。場合によってスタッフ介入している。
→本人様の希望としては「通帳を自己管理し、自由に買い物をしたい。」「ラピアに行きたい。（買い物だけでなく、友人に会いたい。）」等があり、思い通りにいかないことから気分の落ち込みにつながっている。「青風荘にいたくない」とも話されているようである。デイサービスは休まずいかれており「楽しかった。」と感想を話されているようである。

【その他】
林下：日課はスムーズに行う事が出来ており、プログラムへも参加されている。
→必要な物品の購入を声掛けするが、はっきり拒否するとの事。
三浦： 落ち着いている。要求等聞かれていない。
奥山：大きな変化なく経過。
坂本：大きな変化なく経過。
藤村：大きな変化なく経過。
→他利用者様やスタッフへの話しかけ頻回。実習生に関する話が多いようである。他利用者様が摂取している嗜好品について指摘するような内容で話しかけることもあり、介入している。
岡﨑：大きな変化なく経過。
津嶋：大きな変化なく経過。
山田：食事量ムラあり、声掛けするが理由等話されることは無い。（都度声掛けはしている。）
→イギリストーストやジャムパンが食べたいと希望聞かれている。青風荘では嗜好品摂取時に菓子パンやカップラーメン等は食べられない決まりになっているが、様子を見て対応しているとの事。
《次回開催》

3/18（水）13：00～

